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「
冷
た
い
平
和
に
お
け
る
共
存
の
時
代
」に

―
オ
バ
マ
政
権
の
対
中
戦
略
大
転
換
―

中
国
は
既
存
の
「
規
範
や
制
度
」
を
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
時
代
は
「
政
冷
経
熱
」
の

時
代
に
突
入
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
対
中
巻
き
返
し
の
諸
国
連
合
の
中
に
日
本
が
入
れ
る
か
ど
う
か
が
、
将
来
の
日

本
の
位
置
を
決
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

川上 高司
拓殖大学教授

ワ
シ
ン
ト
ン
の
北
京
に
対
す
る
認
識

は
根
底
か
ら
変
化
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で

は
「
新
た
に
台
頭
す
る
�
強
引
�
な
中
国
」

（N
ew
ly
E
m
erging

A
ssertive

C
hina

）

（
シ
ー
ラ
・
ス
ミ
ス
Ｃ
Ｆ
Ｒ
上
級
研
究
員
）

を
、
新
た
な
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

（T
he
G
am
e
C
hanger

）」
と
し
て

み
な
す
ワ
シ
ン
ト
ン
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
出

来
上
が
り
つ
つ
あ
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
Ｃ
Ｆ
Ｒ
ア
ジ
ア
部
長
は
『
フ

ォ
ー
リ
ン
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』（
二
〇
一
〇

年
九
・
十
月
号
）
で
、
中
国
は

小
平

の
訓
戒
で
あ
る
「
韜
光
養
晦

と
う
こ
う
よ
う
か
い

」（
能
力
を

ひ
け
ら
か
す
こ
と
な
く
、
控
え
め
を
旨

と
せ
よ
）」
を
改
め
た
。
そ
し
て
、
現
在

の
経
済
成
長
を
維
持
し
政
治
的
安
定
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
現
在
の
ル
ー
ル

（
規
範
や
制
度
）
を
中
国
中
心
の
も
の
に

す
る
に
国
家
戦
略
に
転
換
さ
せ
た
と
分

析
す
る
。
既
存
の
「
規
範
や
制
度
」
は

第
二
次
大
戦
後
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
作

り
上
げ
ら
れ
て
き
た
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
で

あ
り
、
そ
の
ル
ー
ル
を
中
国
は
リ
セ
ッ

ト
し
て
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
」
を
し
よ
う

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ロ
ー
ド
元

国
務
次
官
補
は
「
米
国
に
と
っ
て
の
脅

威
は
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
中
国
で
あ
る
が
、

将
来
米
国
の
地
位
を
脅
か
す
の
は
中
国

で
あ
る
」
と
し
て
、
米
国
は
八
割
の
力

を
中
国
対
策
に
投
入
す
べ
き
で
あ
る
と

警
告
し
た
（『
フ
ォ
ー
リ
ン
ア
フ
ェ
ア
ー

ズ
』
二
〇
一
〇
年
十
一
・
十
二
月
号
）。

今
回
も
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
ロ
ー
ド
の
警
告
ど

お
り
米
国
は
対
中
重
視
政
策
（
米
中
覇

権
体
制
の
構
築
）
を
改
め
対
中
ヘ
ッ
ジ

へ
と
力
点
を
移
し
は
じ
め
、
軍
事
的
グ

レ
ビ
テ
イ
（
重
心
）
を
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト

さ
せ
始
め
た
。
米
軍
は
イ
ラ
ク
か
ら
は

す
で
に
地
上
部
隊
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
か
ら
も
二
〇
一
四
年
に
は
撤
退
す
る

の
を
見
越
し
た
戦
略
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
。
そ
し
て
、
ゲ
ー
ツ
国
防
長
官
は
一

月
十
四
日
に
訪
日
し
「
在
日
米
軍
こ
そ

が
今
世
紀
の
安
全
保
障
の
極
め
て
重
要

な
部
分
と
な
る
」
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
軍
の
地
上
部
隊
を

日
本
ま
で
引
き
、
日
本
を
最
後
の
砦
に

す
る
宣
言
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

米
国
の
パ
ワ
ー
が
卓
越
し
て
い
た
ク
リ

ン
ト
ン
政
権
で
は
米
国
だ
け
で
あ
る
程
度

国
際
公
共
財
（
軍
事
力
や
経
済
力
）
の

拠
出
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
オ

バ
マ
政
権
に
な
り
米
国
は
長
期
に
わ
た

る
テ
ロ
と
の
戦
い
で
疲
弊
し
て
し
ま
い
そ

の
余
力
が
な
い
。
そ
こ
で
米
国
が
打
ち

出
し
て
い
る
の
が
「
補
完
し
あ
う
抑
止
」

（T
ailored

D
eter

）（Q
D
R
2010

）
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
が
従
来
の
地
域

的
な
レ
ル
ム
（
影
響
圏
）
を
拡
大
し
よ
う

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー



19

国　際

と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
新
た
な
セ

キ
ュ
リ
テ
イ
・
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
ー
（
新
安
全
保
障
網
）
を
同
盟
国
や
友

好
国
で
構
築
す
る
構
想
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
北
朝
鮮
の

昨
年
三
月
の
韓
国
哨
戒
艦
チ
ョ
ナ
ン
号

沈
没
事
件
、
十
一
月
の
韓
国
・
延
坪
島

へ
砲
撃
、
そ
れ
に
中
国
の
九
月
の
尖
閣

諸
島
沖
の
領
海
で
起
き
た
海
上
保
安
庁

の
巡
視
艇
と
中
国
漁
船
の
衝
突
事
件
を

巡
る
中
国
の
過
剰
な
対
応
に
対
し
て
、

米
国
は
七
月
、
八
月
、
十
一
月
に
韓
国

と
合
同
演
習
を
、
十
二
月
に
は
日
本
と

合
同
演
習
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
米
韓
、

日
米
と
の
同
盟
関
係
を
強
化
し
た
。
そ

し
て
そ
の
動
き
は
、
マ
レ
ン
統
合
参
謀

本
部
議
長
が
、
日
米
韓
に
よ
る
軍
事
演

習
を
呼
び
か
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
米
軍
の
動
き
か

ら
米
国
の
二
つ
の
意
図
が
推
測
で
き
る
。

一
つ
目
は
、
政
権
末
期
の
北
朝
鮮
の
崩

壊
に
向
け
た
備
え
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、

中
国
に
対
す
る
備
え
で
あ
る
。

北
朝
鮮
が
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
平

和
裡
に
政
権
移
譲
）
す
る
に
せ
よ
、
ハ

ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
武
力
を
伴
う
崩

壊
）
す
る
に
せ
よ
中
国
の
政
策
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
長
期
的
将
来

を
見
据
え
た
、
米
国
の
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
戦
略
は
、
中
国
の
将
来
に
よ
り

大
き
く
左
右
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
米

国
の
国
益
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
言

い
換
え
る
な
ら
ば
、
オ
バ
マ
政
権
の
対

中
戦
略
の
変
更
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で

の
米
中
間
の
覇
権
競
争
の
戦
略
バ
ラ
ン

ス
に
大
き
な
変
化
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
オ
バ
マ
政
権
ス
タ
ー
ト
時
、

米
中
関
係
は
蜜
月
に
な
る
と
さ
さ
や
か

れ
、
日
本
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
る

と
危
惧
さ
れ
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
発

足
当
初
は
、
イ
ラ
ク
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
か
ら
の
撤
退
を
優
先
目
標
と
し
、
ア

ジ
ア
地
域
へ
の
関
与
の
低
下
を
選
択
し

た
。
そ
の
結
果
、
中
国
に
対
し
て
ア
ジ

ア
地
域
に
お
け
る
共
同
覇
権
を
呼
び
か

け
、
中
国
が
「
責
任
あ
る
利
害
共
有
者
」

（R
esponsible

Stakeholder

）
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
。
そ
の
結
果
、
オ

バ
マ
政
権
の
前
期
で
は
米
中
関
係
は

「
Ｇ
２
体
制
」
の
確
立
か
（
フ
レ
ッ
ド
・

バ
ー
グ
ス
テ
ン
米
国
際
経
済
研
究
所
長
）

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
接
近
し
た
。

そ
し
て
、
米
国
は
米
中
接
近
を
さ
ら

に
確
実
な
も
の
に
す
べ
く
ス
タ
イ
ン
バ
ー

グ
国
務
副
長
官
が
二
〇
〇
九
年
九
月
二

十
四
日
に
「
戦
略
的
再
保
証

（Strategic
R
eassurance

）」
と
い

う
新
た
な
提
案
を
行
っ
た
。「
戦
略
的
再

保
証
」
と
は
「
中
国
の
台
頭
を
歓
迎
す

る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
他
国
の
安
全
と

平
和
（
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン
）
を
認
め
」

そ
れ
を
相
互
に
再
確
認
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
中
国
に
対

し
て
軍
事
的
に
も
「
ゼ
ロ
サ
ム
」（
ラ
イ

バ
ル
関
係
）
か
ら
、「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」

（
プ
ラ
ス
サ
ム
）
の
関
係
に
な
ろ
う
と
呼

び
か
け
た
の
で
あ
る
。

中
国
に
対
す
る
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
の

「
戦
略
的
再
保
証
」
の
呼
び
か
け
に
関
し

て
米
国
国
内
で
論
議
が
起
こ
っ
た
。
ダ

ン
・
ブ
ル
ー
メ
ン
ソ
ー
ル
Ａ
Ｅ
Ｉ
研
究

所
（
元
米
国
防
総
省
・
国
際
安
全
保
障

局
上
級
部
長
）
に
よ
れ
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン

の
中
国
研
究
者
の
間
で
は
、
ス
タ
イ
ン

バ
ー
グ
の
シ
グ
ナ
ル
が
中
国
に
対
し
て
緊

張
を
高
め
る
も
の
に
な
る
の
か
、
緩
和

す
る
も
の
に
な
る
の
か
、「
戦
略
的
再
保

証
」
は
「
責
任
あ
る
利
害
関
係
国

（R
esponsible

Stakeholder

）」
に

取
っ
て
代
わ
る
も
の
と
な
る
の
か
が
焦
点

と
な
っ
た
と
す
る
。
あ
る
学
派
は
、
中

国
の
い
ら
だ
ち
を
取
り
去
り
米
中
が
完

全
な
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
向
か
う
新
た
な
政
策

で
あ
る
と
し
、
他
の
学
派
は
中
国
は
米

国
に
中
国
の
軍
事
力
増
強
の
真
意
を
再

保
証
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
説

い
た
。

米
国
が
中
国
に
提
案
し
た
「
戦
略
的

再
保
証
」
に
対
し
て
、
中
国
側
か
ら
�
Ｎ

Ｏ
（
否
）�
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。
二
〇

一
〇
年
三
月
に
訪
中
し
た
ス
タ
イ
ン
バ

ー
グ
国
務
副
長
官
と
ベ
ー
ダ
ー
大
統
領

国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
に
対
し
て
、

中
国
の
ザ
ン
少
将
は
「
南
シ
ナ
海
は
中

国
の
核
心
的
利
益
で
あ
る
」
と
公
式
に

伝
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
中
国
は

「
核
心
的
利
益
」
と
い
う
言
葉
は
台
湾
と

チ
ベ
ッ
ト
に
し
か
用
い
て
こ
な
か
っ
た
。

南
シ
ナ
海
の
資
源
を
め
ぐ
っ
て
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
等

の
多
く
の
諸
国
が
領
有
権
を
主
張
し
て

い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
は
資

源
獲
得
に
戦
略
目
標
を
置
き
、
シ
ー
レ

ー
ン
を
確
保
す
る
た
め
に
海
軍
力
の
展

開
を
南
シ
ナ
海
で
強
引
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
中
国
側
か
ら
の
回
答
は
、
米
側

か
ら
の
関
与
政
策
を
さ
ら
に
進
め
る
提

「
Ｇ
２
」
か
ら
戦
略
的
再
保

証
へ

「
Ｇ
２
体
制
」（
米
中
協
調
）

の
終
焉
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案
（
戦
略
的
再
保
証
）
を
反
故

ほ

ご

に
す
る
回

答
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
既
存
の
権
益

に
対
す
る
挑
戦
で
あ
っ
た
。
中
国
の
南

シ
ナ
海
の
実
効
的
支
配
の
目
論
見
に
対

し
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
ゲ
ー
ツ
国
防
長
官

は
二
〇
一
〇
年
六
月
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ア

ダ
イ
ア
ロ
グ
で
、「
米
国
は
航
海
の
自
由

（freedom
of
navigation

）
を
脅
か

す
行
為
に
断
固
と
し
て
反
対
す
る
」
と

中
国
の
南
シ
ナ
海
で
の
覇
権
活
動
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
ヒ
ラ
リ
ー
・

ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
は
、
二
〇
一
〇

年
七
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
で
「
南
シ
ナ
海
の
航
行
の

自
由
は
米
国
の
国
益
で
あ
り
、
同
海
域

の
領
土
紛
争
関
係
国
の
多
国
間
協
議
を

支
持
す
る
」
と
述
べ
た
。

ク
リ
ン
ト
ン
の
こ
の
ハ
ノ
イ
で
の
ス
ピ

ー
チ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
を
「
関

与
」
よ
り
も
「
ヘ
ッ
ジ（H

edge

）」
重
視

へ
と
大
き
く
舵か

じ

を
切
る
宣
言
と
な
っ
た
。

米
国
が
対
中
国
防
戦
略
を
ヘ
ッ
ジ
に
転

換
し
た
こ
と
は
二
〇
一
〇
年
二
月
の

Q
D
R
2010

で
明
示
さ
れ
た
。Q

D
R
2010

で
は
、
中
国
の
Ａ
２
Ａ
Ｄ
（
接
近
拒
否

・
領
域
拒
否
）
能
力
に
対
し
て
エ
ア
・

シ
ー
・
バ
ト
ル
構
想
（
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
）
で
対

策
を
立
て
る
こ
と
を
明
言
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｃ
は
、
米
軍
の
持
つ
陸
海
空
・
宇
宙
・
サ

イ
バ
ー
領
域
の
全
能
力
を
活
用
し
中
国

海
軍
を
第
一
島と

う

嶼し
ょ

線（
東
シ
ナ
海
か
ら
台

湾
、
沖
縄
を
経
て
南
シ
ナ
海
に
か
か
る
）

の
内
に
封
じ
込
め
る
こ
と
を
目
論
む
。

「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
益
は
南
シ
ナ
海

に
お
け
る
紛
争
の
国
際
的
解
決
だ
」
と

断
言
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
に
対

し
て
、
中
国
は
二
〇
一
〇
年
七
月
下
旬

に
南
シ
ナ
海
で
中
国
三
大
艦
隊
（
北
海
、

東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
）
の
主
力
駆
逐

艦
を
動
員
し
て
大
規
模
な
演
習
を
行
な

い
、
テ
レ
ビ
で
そ
の
様
子
を
放
映
し
た
。

こ
の
演
習
は
中
国
軍
が
何
か
こ
と
が
あ

れ
ば
当
該
海
域
に
軍
事
力
を
投
入
す
る

と
い
う
意
思
表
示
で
あ
り
、
南
シ
ナ
海

問
題
で
結
束
を
強
め
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
楔
く
さ
び

を
打
ち
込
む

狙
い
も
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
米
中
覇
権
（
戦
略
的
再
保
証
）
の
申

し
出
に
対
し
て
中
国
は
明
確
に
「
否
」

の
回
答
を
行
動
で
示
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
中
国
は
パ
キ
ス
タ
ン
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
深
海
港

の
建
設
を
着
々
と
行
い
、
さ
ら
に
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
も
港
湾

建
設
の
交
渉
を
行
な
い
、「
中
国
海
軍
の

海
外
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
確
立
の
合
理
性
」

（
シ
ェ
ン
・
デ
ィ
ン
グ
リ
中
国
フ
ダ
ン
大

学
教
授
）
が
訴
え
ら
た
。
中
国
の
前
方

展
開
基
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め

の
「
真
珠
の
首
飾
り
」
戦
略
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
は
空
母
ジ
ョ

ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
お
よ
び
イ
ー
ジ
ス
駆

逐
艦
ジ
ョ
ン
・
Ｓ
・
マ
ケ
イ
ン
を
二
〇

一
〇
年
八
月
に
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
し
、

ベ
ト
ナ
ム
南
部
ダ
ナ
ン
沖
の
南
シ
ナ
海
で

合
同
訓
練
を
行
っ
た
。
南
シ
ナ
海
で
南

沙
（
英
語
名
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
）
諸
島
や
西

沙
（
同
パ
ラ
セ
ル
）
諸
島
の
領
有
権
を
め

ぐ
り
、
中
国
と
対
立
す
る
ベ
ト
ナ
ム
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
国
に
対
し
て
、
宣
言
政

策
（
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
が
表
明
し

た
南
シ
ナ
海
へ
の
関
与
強
化
）
の
み
な
ら

ず
軍
事
的
に
再
保
証
（R

eassurance

）

を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

直
後
に
米
国
は
「
中
国
の
軍
事
力
」
を

公
表
し
、
中
国
の
軍
事
力
に
対
し
て
懸

念
を
表
明
し
た
。
こ
こ
に
米
中
の
ア
ジ

ア
で
の
覇
権
競
争
が
展
開
さ
れ
始
め
た
。

二
〇
一
〇
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
の
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
と
オ
バ
マ

大
統
領
の
ア
ジ
ア
歴
訪
を
こ
の
よ
う
な
戦

略
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
に
対
す

る
ア
メ
リ
カ
の
「
巻
き
返
し
（R

ole

B
ack

）」
政
策
の
開
始
で
あ
っ
た
。
ク

リ
ン
ト
ン
が
十
月
二
十
七
日
か
ら
三
十

日
に
か
け
て
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
ベ
ト

ナ
ム
、
海
南
島
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
豪
州
、

サ
モ
ア
と
周
り
、
そ
の
直
後
に
オ
バ
マ

大
統
領
が
十
一
月
六
日
か
ら
十
三
日
に

イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
日

本
と
回
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
と

国
務
長
官
の
ア
ジ
ア
歴
訪
は
、
中
国
の

拡
張
主
義
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た

め
に
こ
れ
ら
諸
国
と
中
国
に
対
す
る
「
ヘ

ッ
ジ
連
合
」
と
い
う
新
た
な
セ
キ
ュ
リ

テ
イ
・
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を

形
成
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。

ゲ
ー
ツ
国
防
長
官
の
二
〇
一
一
年
一

月
九
日
か
ら
四
日
間
の
訪
中
は
緊
張
関

係
に
あ
っ
た
米
中
を
緩
和
さ
せ
地
な
ら

し
を
す
る
「
氷
を
砕
く
旅
」
と
な
り
、
胡

錦
濤
の
訪
米
に
よ
っ
て
従
来
の
米
中
協

調
体
制
に
戻
る
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
胡
錦
濤
の
訪

米
直
前
に
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
は
米

国
は
中
国
を
封
じ
込
め
る
意
思
は
な
い

が
、「
Ｇ
２
は
も
は
や
存
在
し
な
い
」
と

述
べ
、
米
中
関
係
は
「
冷
た
い
平
和
」

「
対
中
包
囲
網
」
の
形
成
へ

「
冷
た
い
平
和
」
の
時
代
へ
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（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｅ
・
ガ
ー
テ
ン
）
の
時

代
に
入
る
こ
と
を
予
兆
さ
せ
た
。

一
月
十
九
日
の
米
中
首
脳
会
談
の
結

果
は
一
見
、
米
中
間
の
「
雪
解
け
」
に

見
え
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
胡
錦
濤

の
顔
を
最
大
限
に
立
て
国
賓
と
し
て
の

最
大
級
の
も
て
な
し
を
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の
真
意
は
、「
中
国
国
内
で
は

米
国
と
も
っ
と
緊
密
に
協
力
す
べ
き
か

否
か
」
と
の
論
議
が
活
発
で
あ
る
た
め

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
Ｃ
Ｆ
Ｒ
ア

ジ
ア
部
長
）、
中
国
国
内
の
親
米
派
の
力

を
強
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ

る
。
将
来
、
中
国
が
責
任
あ
る
関
係
国

（R
esponsible

Stakeholder

）
と
な

り
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
可
能
性

も
追
求
す
る
硬
軟
相
交
え
た
「
両
構
え
」

の
賢
明
な
政
策
を
と
っ
た
。

経
済
的
に
は
胡
錦
濤
は
米
中
首
脳
会

談
に
あ
わ
せ
四
五
〇
億
ド
ル
を
超
す
貿

易
商
談
を
公
表
し
た
り
、
シ
カ
ゴ
で
大

豆
一
八
億
ド
ル
超
を
買
い
付
け
た
り
し

て
相
互
依
存
が
進
む
様
相
を
見
せ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、「
領
土
問
題
」
で
米
中

は
し
の
ぎ
を
削
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
十

一
月
の
米
中
共
同
声
明
で
入
れ
ら
れ
た

「
核
心
的
利
益
」
が
今
回
の
共
同
声
明

か
ら
は
消
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
胡

錦
濤
国
家
主
席
は
米
中
首
脳
共
同
記
者

会
見
で
「
主
権
の
尊
重
」
に
た
び
た
び

触
れ
た
。
つ
ま
り
、
婉
曲
的
に
南
シ
ナ

海
は
「
核
心
的
利
益
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
オ

バ
マ
大
統
領
は
、
同
じ
記
者
会
見
の
席

上
で
、「
中
国
が
国
際
的
規
範
や
ル
ー
ル

を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
中
国
の
台
頭
を
喜

ん
で
受
け
入
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

米
国
は
中
国
の
台
頭
を
封
じ
込
め
る
」

と
明
言
し
た
の
で
あ
る
。

米
中
首
脳
会
談
は
期
待
と
は
裏
腹
に

米
中
間
の
「
政
冷
経
熱
」（
冷
た
い
政
治

関
係
、
熱
い
経
済
交
流
）
の
時
代
を
象

徴
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
胡
錦
濤
の
訪

米
は
「
米
中
緊
張
の
な
か
共
存
で
き
る

こ
と
を
米
中
は
認
識
し
た
」（W

all

Street
Journal

二
〇
一
〇
年
一
月
二

十
日
）
の
で
あ
り
、「
冷
た
い
平
和
」
の

な
か
で
の
共
存
関
係
の
時
代
に
米
中
関

係
は
突
入
し
た
と
言
え
よ
う
。

オ
バ
マ
大
統
領
は
一
月
二
十
五
日
の

一
般
教
書
演
説
で
、「
米
国
は
今
、
冷
戦

時
代
に
ソ
連
に
遅
れ
を
と
っ
た
ス
プ
ー
ト

ニ
ッ
ク
危
機
の
状
況
に
あ
る
」
と
し
、

「
ゲ
ー
ム
を
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
、
激
し
く
追
い
上
げ
る
中
国
に

対
し
て
危
機
感
を
に
じ
ま
せ
た
。
冷
戦

後
、
米
国
が
作
り
上
げ
て
き
た
ゲ
ー
ム

の
ル
ー
ル
に
対
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る

中
国
に
対
す
る
新
た
な
ゲ
ー
ム
の
開
始
で

あ
る
。
そ
し
て
、そ
れ
を
受
け
て
立
ち
「
将

来
を
勝
ち
抜
く
（W

in
the
G
am
e!

）」

と
オ
バ
マ
大
統
領
は
宣
言
し
た
。

二
〇
一
二
年
に
は
中
国
の
胡
錦
濤
国

家
主
席
、
温
家
宝
首
相
を
含
む
政
治
常

務
委
員
会
七
人
の
う
ち
五
人
が
引
退
し
、

新
た
な
指
導
部
が
誕
生
し
、
ま
す
ま
す

「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
」
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

挑
ん
で
く
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

相
対
的
に
パ
ワ
ー
を
低
下
さ
せ
て
い
る
ア

メ
リ
カ
と
、
パ
ワ
ー
を
増
加
す
る
中
国

と
の
関
係
の
中
で
の
オ
バ
マ
政
権
の
対

中
戦
略
は
、
中
長
期
的
に
自
国
の
み
で

は
対
処
で
き
な
い
こ
と
を
見
据
え
な
が

ら
、
日
本
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
間
に
新
た
な
連

合
体
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
対
中
ヘ
ッ
ジ

を
行
う
「
補
完
し
あ
う
防
衛
（T

ailored

D
efense

）」（Q
D
R
2010

）
の
時
代
の
到

来
を
予
兆
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
最
近

の
「
新
た
に
強
引
に
台
頭
す
る
中
国

（N
ew
ly
A
ssertive

C
hina

）」
の
活

動
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
大
い
な
る
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
米
国
、
韓
国
、
日
本
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
加
え
ベ
ト
ナ
ム
や
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
の
結
束
を
は
か
る
要
因
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

米
国
の
対
中
巻
き
返
し（R

ole
B
ack

）

の
諸
国
連
合
の
中
に
日
本
が
入
れ
る
か

ど
う
か
が
将
来
の
日
本
の
位
置
を
決
め

る
大
き
な
要
因
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
ア

ジ
ア
地
域
で
の
米
中
間
の
覇
権
競
争

（P
ow
er
Struggle

）
の
結
果
い
か
ん

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
状
況
に
対
応
で

き
る
か
ど
う
か
が
二
十
一
世
紀
、
日
本

が
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
の
大
き
な
試
金

石
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

国　際

日
本
の
生
き
残
り
の
戦
略
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